
愛知農総試研報 47:139-142(2015) 
Res.Bull.Aichi Agric.Res.Ctr.47:139-142(2015) 

スプレーカーネーション新品種「カーネ愛知７号」の育成 

久米貴志１）・服部裕美２）・大石一史３）・平野哲司４）・奥村義秀５）・

犬伏加恵６）・稲吉由佳７）・二村幹雄５）・山口徳之５）

摘要：中晩生のスプレーカーネーション品種「カーネ愛知７号」を育成した。本品種は、

中早生で淡黄緑色の地に鮮赤紫色の縁取りの花を持つ系統「05sp40I6A」を種子親、中生

で赤地に白の覆輪花を持つ系統「05sp111A90A」を花粉親に用いて2007年に交配を行い、

以後選抜を繰り返して2013年に育成を完了した。花色は、ベージュの地色に先端部が淡い

ピンクの覆輪である。採花後徐々に、花弁のピンクが抜けて、ベージュの地色も緑黄色へ

と花色変化していく特徴がある。開花の早晩は中晩生で、対照品種（「ミルクティ」及び

「ライトピンクバーバラ」）と比較して茎の伸長性に優れ、開花時の節数が多く、秀品率

も高いなどの優れた特性を持つ。 
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茎の伸長性 

緒 言

愛知県はカーネーションの主産県である。西尾市、

田原市、碧南市、武豊町などが主な産地であり、2013年

における作付面積は52 ha、出荷数量5230万本、生産額

19億円となっており、全国第２位である１）。 

しかし、生産資材価格が上がり、一方で安価な輸入

切花の増加により切花の販売価格は低迷を続けてお

り２）、カーネーション生産を取巻く環境は厳しい。こ

のような状況を打開するため、生産者からは商品性の高

い本県独自の品種育成が強く要望され、本県ではこれま

でにスプレーカーネーション６品種を開発してきた３－８）。 

今回、業務需要向けに近年人気が高まっているベー

ジュ系の花色で、茎の伸長性が良く、一枝あたりの輪数

も十分で、採花後に花色が変化する特性を持つスプレー

カーネーション品種「カーネ愛知７号」を新たに育成し

たので、その育成経過及び特性を報告する（図１）。 

育成経過

育成経過は図２に示した。「カーネ愛知７号」は

2007年12月から2008年２月に実施した交配のうち、中早

生で淡黄緑色の地に鮮赤紫色の縁取りの花を持つ系統

「05sp40I6A」を種子親、中生で赤地に白の覆輪花を持

つ系統「05sp111A90A」を花粉親として交配し得られた

実生から選抜した品種である。 

 2007年度に105の組合せで交配して得られた約5000粒

の実生を2008年３月に128穴セルトレイに播種し、５月

にビニルハウスへ定植した。11月から2009年１月にかけ

て花形、花色及び草姿に優れた83株を一次選抜した。 

 2009年度に選抜した83株（系統）の二次選抜を行っ 

図１ 「カーネ愛知７号」

１）園芸研究部（現企画課） ２）園芸研究部（現海部農林水産事務所） ３）園芸研究部（退職）
４）園芸研究部（現環境基盤研究部） ５）園芸研究部 ６）園芸研究部（現尾張農林水産事務所）
７）園芸研究部（現西三河農林水産事務所）                   (2015.9.8 受理)



           久米ら：スプレーカーネーション新品種「カーネ愛知７号」の育成           140

た。１系統につき８株をガラス温室内で栽培し、開花の

早晩性や切花品質を選抜基準とし、６系統を選抜した。 

 2010年度に選抜した６系統の三次選抜を行った。１系

統につき40株を硬質プラスチックハウスで栽培し、年間

の収量や秀品率を選抜基準とし、３系統を選抜した。 

 2011年度に選抜した３系統の四次選抜を行った。１系

統あたり48株を硬質プラスチックハウスで栽培した。選

抜基準は三次選抜と同様とし、１系統「08h6-3」を選抜

した。 

 2012年度に特性検定を行った。四次選抜した１系統

「08h6-3」を対照品種である「ミルクティ」及び「ライ

トピンクバーバラ」と比較し、切花品質や収量などにつ

いて総合的な評価を行った。 

 当試験場での選抜と並行し、2010年度から2012年度に

県内各産地において現地適応性試験（2012年は拡大展

示）を実施した。栽培株数は委託先農家の試験規模によ

り60～600株とし、栽培方法は委託先農家の慣行に準じ

た。 

 当試験場における選抜及び現地適応性試験の結果、系

統「08h6-3」は茎の伸長性が高く、一枝あたりの輪数が

多いことに加え、花色に特色があり生産者からも有望と

の評価を得たことから2013年６月をもって育成を完了し

た。2013年11月６日に「カーネ愛知７号」として品種登

録出願し、2014年４月７日に出願公表（出願番号28640

号）された。 

材料及び方法

いずれの試験も園芸研究部花き研究室の硬質プラス

チックハウスで行った。栽培は90 cm幅の全農ドレンベ

ッドを使用し、20 cmピッチに穴のあいた点滴チューブ

をベッド当たり４本設置し､養液土耕とした。液肥は大

塚化学株式会社の養液土耕２号及び３号を使用して表１

の施肥プログラムにより施用した。 

栽植様式は、90 cm幅の全農ドレンベッドに株間20 

cm、条間10 cmで中３条抜きの列植え６株とした（図３）。 
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図３ 栽植様式

摘心は1.5回摘心とした。１回目摘心は定植２週間後に

地際から５節目の位置で行った。８月下旬に分枝数が４

本となるよう整枝を行った。２回目の摘心は９月上旬に

行い、生育の旺盛な２本の分枝について分枝位置から５

節目の位置で行った。切花の収穫は生育の旺盛な下位節

の側芽１本を残して行った。その他の管理は当場の慣行

に準じた。加温は最低夜温12℃設定で管理し、換気は天

窓が20℃、側窓が25℃で開閉する設定で行った。 

１ 特性検定試験 

 選抜した系統「08h6-3」の特性を把握するため、対照

品種を「ミルクティ」及び「ライトピンクバーバラ」と

し、2012年度に行った。 

供試苗は、５月22日に128穴セルトレイに挿し芽し、

６月25日に定植した。７月20日に１回目の摘心を行い、

８月下旬に４本に整枝した後、９月13日に２回目摘心を

行った。加温は11月26日から開始した。供試株数は各品

種42株とした。 

切花の特性の調査と収量の調査は11～12月期及び４～５

月期の２回実施し、反復数は10とした。収量に関する調査

は栽培期間を通して収穫した切花を対象とした。 

２ 花の日持ち性試験 

 試験１の特性検定試験で収穫した切花を用いて試験を

行った。最も外側の花弁が水平方向にまで開花した花を

用い、花柄を５cm残して切り取った花を蒸留水のみを入

れた試験管に１花ずつ挿した。 

図２ 「カーネ愛知７号」の育成経過

表１ 施肥プログラム

７～８月の使用液肥は養液土耕３号（窒素-リン酸-カリは15-15-15）。 
９～５月の使用液肥は養液土耕２号（窒素-リン酸-カリは14-08-25）。 

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年6月

「05sp40I6A」 三次選抜 四次選抜
　　× →一次選抜→二次選抜→現地適応性→現地適応性→ 特性検定試験 → 育成完了

「05sp111A90A」 試験 試験 拡大展示

等全105組合せ 83株選抜 6系統選抜 3系統選抜 1系統選抜 1系統選抜
約5,000粒 （＝「カーネ愛知７号」）

月 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5
　給液量（L/㎡/日） 3.0 3.0 3.5 3.0 2.0 1.5 2.0 3.0 3.5 4.5 5.0

　給液のEC（mS/m） 43 43 85 85 128 128 96 43 43 43 0

　給液回数（回/日） 3 3 3 3 2 1 2 3 3 3 3
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 試験は当場の日持ち試験室にて行い、室温は23℃、相

対湿度は70％に保ち、光条件については蛍光灯下1000  

lx、12時間日長とした。日持ち日数は試験開始日から花

弁の萎凋あるいは褐変が観察された日までの日数とし、

調査は目視により行った。 

結果及び考察 

１ 特性検定試験 

 「カーネ愛知７号」は、開花時の草丈が高く、葉色は

緑で、花弁縁の形は鈍鋭混在、花柱の数は３～４本であ

る等で対象品種「ミルクティ」の特性とは異なった。 

 また、「ライトピンクバーバラ」と比べても草丈が高

く、花弁縁の切れ込みの深さは浅く、花柄の長さは長

く、花弁の主な形が異なる等の差が認められた（表２及

び図４）。 

本品種の花弁の色は特徴的な性質を示し、開花時の

花弁は浅黄緑色(3103：日本園芸植物標準色表)の地色に

複色として浅黄ピンク色（0402：日本園芸植物標準色

表）のぼかしが入ることで、ベージュ地に先端部が淡い

ピンクの覆輪の花となるが、開花後徐々に複色の浅黄ピ

ンク色が抜けていくことで、ベージュの色合いが次第に

強くなり、最終的には緑黄色にまで変化した。開花後の

花色の変化は樹上でも起こるため、採花による刺激とは 

ﾀｲﾌﾟ１　ﾀｲﾌﾟ２　ﾀｲﾌﾟ３　ﾀｲﾌﾟ４　ﾀｲﾌﾟ５　ﾀｲﾌﾟ６

図４ 花弁の主な形（ダイアンサス）

注) 農林水産植物種類別審査基準（農林水産省） 

（主に花弁の扇状部分の角度によって分類される。）

無関係なエイジングによる変化と考えられる。また、花

の香りは対照品種が弱に対して「カーネ愛知７号」は強

であった。ただし、香りは採花後急速に失われ、数日で

弱まってしまうことから、本品種の特徴として消費者等

へPRするには不適と考えられる。 

「カーネ愛知７号」の開花日は11月26日で対照品種

と比較して７日遅く、開花の早晩性は中晩生であった。

年内収量は0.9本/株で対照品種と比較してやや少なかっ

た。「ミルクティ」と比較すると年内収量で0.8本/株、

２月までの合計収量で0.6本/株収量が少なかったが、年

間の合計収量ではほぼ同等であった。「ライトピンクバ

ーバラ」と比較すると期間を通して収量は少なく推移し

た（表３）。 

切花の秀品率に影響を与える切花長、下垂度及び着色

花蕾数は表３、表４に示した。「カーネ愛知７号」は収

穫期間を通して対照品種に比べ明らかに開花時草丈が高

く節数も多かった。秀品の要件の一つである切花長60㎝ 

形質
特性値 測定値 特性値 測定値 特性値 測定値

開花時草丈（cm） 高い 122.0 やや高い 97.4 高い 100.4
側枝数 中 4.9 やや多い 5.2 やや少ない 3.1
茎長（cm） 中 45 中 45 やや短い 38.3
節間長 やや長い 7.8㎝ やや長い 7.5㎝ やや長い 7.0㎝
葉巻の程度 巻く - 少し巻く - 少し巻く -
葉色 緑 - 濃緑 - 緑 -
花の香り 強い - 弱い - 弱い -
花弁数（枚） 中 45 やや多い 56.8 やや少ない 32.3
花弁縁の形 鈍鋭混在 - 波状 - 鈍鋭混在 -
花弁縁の切込みの深さ 極浅い - かなり浅い - 中 -
花弁の地色(JHS) 浅黄緑 JHS3103 浅黄緑 JHS2904 淡ピンク JHS9702
花弁の複色(JHS) 浅黄ピンク JHS0402 淡黄ピンク JHS1002 - -
花柱の数（本） 3～4 3.2 2 2.0 2～3 2.8
開花時期(早晩性) 中晩性 - 中晩性 - 中生 -
花柄の長さ（cm） 長い 37.1 やや長い 30.3 中 25.7
折れの難易 難 - 中 - 中 -
花弁の主な形 タイプ４ - タイプ３ - タイプ１ -
花弁の花色の移行性 有り - 有り - 無し -

カーネ愛知７号 ミルクティ ライトピンクバーバラ

表２ 「カーネ愛知７号」と対照品種の形態的生態的特性の比較

調査日：2013年３月29日。 

表３ 「カーネ愛知７号」と対照品種の開花日及び収量

2012年11月～2013年５月調査。 

1) 試験区全体（42株）から５本目の切花を収穫した日。 

2) 切花長60 ㎝以上、下垂度１、着色花蕾数４以上の切花を秀品とした。 

２月まで ５月まで
合計収量 合計収量

（本／株）（本／株）（本／株） （％）
カーネ愛知７号 11／26 0.9 2.1 4.8 63.8
ミルクティ 11／19 1.7 2.7 4.6 34.3
ライトピンクバーバラ 11／19 1.1 2.5 5.5 42.2

品種名 開花日
2) 年内収量 秀品率

3)1) 2) 
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表５ 「カーネ愛知７号」及び対照品種の日持ち日数

11～12月期 ４～５月期
（日） （日）

カーネ愛知７号 11.5 11.1
ミルクティ 12.0 10.6
ライトピンクバーバラ 10.6 09.8

日持ち日数
品種名

注）11～12月期調査は2012年11～12月に、４～５月期調

査は2013年４～５月に実施。 

条件：室温23℃、相対湿度70％、蛍光灯下1000 lx

の12時間日長。 

Tukeyの多重検定。n=10、有意差なし（P<0.05）。 

以上を満たすのに十分な茎の伸長性があった。茎の強度

を示す下垂度について、11～12月期の一番花においては

2.2とやや柔らかいが、強度は徐々に増し、４～５月期の

下垂度は最高値である1.0となった。着色花蕾数について

は期間を通して秀品の要件の一つである４個以上となっ

た（表４）。これらの結果により、「カーネ愛知７号」

の秀品率は対照品種と比較して高く、品質の良い切花が

効率的に生産可能であると考えられる。なお、「ミルク

ティ」の秀品率が低かったのは60 ㎝以上の切花長の確保

が困難であったことが主たる要因であった。 

２ 花の日持ち性試験 

 「カーネ愛知７号」及び対照品種の花の日持ち日数を

表５に示した。11～12月期の調査では「カーネ愛知７

号」は11.5日と「ミルクティ」の12.0日と比較してやや

短く、「ライトピンクバーバラ」の10.6日と比較してや

や長かった。４～５月期の調査では３品種ともやや短く

なり、「カーネ愛知７号」は11.1日で「ミルクティ」の

10.6日、「ライトピンクバーバラ」の9.8日と比較して

やや長い結果となった。 

 我が国で流通するスプレーカーネーションの主要品種 

である「ライトピンクバーバラ」９）と同等の日持ち性

を有することから、「カーネ愛知７号」は市場等の日持

ちニーズに十分応えることができる品種と考えられる。 

育成者と従事年 

「カーネ愛知７号」の育成に関与した担当者とその従事

 表６ 「カーネ愛知７号」育成者の従事期間

年度

氏名 
2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

従 事

月 数

平野哲司    4月   5月 26 

大石一史 12月    3月   40 

久米貴志     4月  5月 14 

奥村義秀 4月   3月    24 

服部裕美 12月 3月 6 月   6月 41 

稲吉由佳   4月  10 月  19 

犬伏加恵 4月   3月    24 

二村幹雄 12月 3月      ４ 

計  192 

期間を表６に示した。
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8. 愛知県．カーネアイチ６号．品種登録第23188号(2014) 

9. 市村一雄．花き流通最新の動向．花き研研報．13，8(2013) 

（㎝） （節） （個） （個） （㎜） （枚） （g）

カーネ愛知７号 101.2 a4) 18.3 ad 2.2 a 7.6 a 5.3 a 48.9 ab 32.3 a 21.8 a
ミルクティ 164.4 b 15.8 b 1.1 b 6.2 a 4.3 a 49.1 ab 57.2 bc 24.9 a
ライトピンクバーバラ 075.8 c 16.2 b 2.7 a 7.4 a 4.8 a 47.9 a 23.3 a 21.8 a

カーネ愛知７号 121.7 d 23.6 c 1.0 b 15.6 b 5.7 a 54.3 b 47.9 b 53.0 b
ミルクティ 098.0 a 20.0 d 1.1 b 14.9 b 4.9 a 52.6 ab 57.4 c 55.9 b
ライトピンクバーバラ 099.1 a 17.0 ab 1.2 b 15.3 b 5.3 a 47.9 a 29.0 a 40.7 c

花径 花弁数 50㎝
切花重

品種名 下垂度
3) 総花

蕾数
着色

花蕾数

４～５月期

開花時
草丈 節数

2)

11～12月期

1) 11～12月期調査は2012年11～12月に、４～５月期調査は2013年４～５月に実施。 

2) 分枝位置からの節数。 

3) 切花頂部から45 ㎝の位置で茎を水平に支え、先端の下垂程度を水平面を基準に測定し、 

   ０°以上10°未満を１、10°以上20°未満を２、20°以上30°未満を３、30°以上を４とした。 

4) Tukeyの多重検定。n=10、異符号間に有意差あり（P<0.05）。 

表４ 「カーネ愛知７号」と対照品種の開花特性


